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業界にまつわる
700大集合！！

700号  特別企画

株式会社植田板金店
注目企業を訪ねる

清らかな光に包まれた美しい木の音楽堂
「ＫＯＭＯＲＥＢＩＤＯ」

好木心

No.700
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＊ IMF8条国：IMF（国際通貨基金）加盟国のうち、IMF協定第8条の規定に基づき為替制限を撤廃した国

業界にまつわる 700大集合！！

高
度
経
済
成
長
期
の
建
設
業
界
に

デ
ー
タ
や
情
報
を
迅
速
に
発
信

　

月
刊
「
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
」
は
、

１
９
６
４
年
８
月
に
創
刊
さ
れ
、
今
号
で

７
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
１
９
６
４
年

と
い
え
ば
東
海
道
新
幹
線
が
開
業
し
、
東

京
で
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

た
年
で
す
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
８
条
国
＊
に
移
行
し

て
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
な
ど
、

日
本
に
と
っ
て
は
、
重
要
な
時
期
で
し
た
。

　

建
材
に
関
す
る
新
た
な
月
刊
誌
を
刊
行

す
る
目
的
と
意
義
を
、
創
刊
号
で
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

  

「
戦
後
の
急
速
な
経
済
復
興
か
ら
高
度
経

済
成
長
へ
の
展
開
の
中
で
、
建
築
生
産
に

お
い
て
も
高
度
な
合
理
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
建
材
は
〝
現
場
生
産
〟
か
ら

〝
工
場
生
産
〟
へ
と
移
行
し
、
建
材
の
多

様
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
多
様
な
種
類
を

持
ち
、
厳
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
な

の
は
、
商
品
お
よ
び
そ
の
市
場
動
向
に
つ

い
て
の
秩
序
だ
っ
た
デ
ー
タ
で
あ
り
迅
速

な
情
報
で
あ
る
。
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
は
こ

れ
ら
の
要
請
に
正
し
く
応
え
て
い
く
も
の

と
期
待
し
て
い
る
」

《「
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
」７
０
０
号
発
刊
に
寄
せ
て
》

木
材
建
材
業
界
に
役
立
つ
情
報
を

様
々
な
角
度
か
ら
届
け
る

  

「
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
」
は
旧
安
宅
産
業 

で
創
刊
後
、
２
０
０
６
年
に
住
友
林
業
へ

と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
、

木
材
建
材
業
界
の
発
展
に
有
益
な
情
報
を

収
集
・
発
信
し
、
業
界
の
活
性
化
に
貢
献

す
る
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
内
容

を
改
定
。
併
せ
て
、
Ｂ
５
判
・
16
ペ
ー
ジ
・

モ
ノ
ク
ロ
印
刷
か
ら
、
Ａ
４
判
・
12
ペ
ー

ジ
・
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
印
刷
へ
と
大
幅
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
１
４
年
８
月
号
か
ら
は
デ
ザ
イ
ン
と

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
変
更
し
て
誌
面
を
刷
新
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
で
も
誌
面
を
閲

覧
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
当
社
Ｈ
Ｐ
に

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
公
開
し
ま
し
た
。

　

直
近
の
特
集
で
は
「
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
最
前
線
」「
建
材
流
通
の
〝
変
革
〟
に

挑
む
」
な
ど
の
時
代
に
即
し
た
話
題
や
、

定
例
の
企
画
と
し
て
「
住
宅
取
得
に
係
る

施
策
」
な
ど
を
皆
様
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

長
き
に
わ
た
り
業
界
情
報
を
発
信
し
続

け
ら
れ
た
の
も
、
ひ
と
え
に
読
者
の
皆
様

の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
し
か

し
７
０
０
号
は
一
つ
の
通
過
点
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
木
材
建
材
業
界
に
役

立
つ
情
報
を
、
真
摯
に
お
届
け
し
て
い
き

ま
す
。

700号  
特別企画

「建材マンスリー」は創    刊700号を迎えました 
皆様のご愛読に感謝し、今号は700号記念と    して、業界にまつわる“700”をご紹介します



Kenzai Monthly February 2024 Kenzai Monthly February 20245 4

「建材マンスリ―」
700号発刊記念として
“700”にまつわる
モノやコトを
集めてみました

實相寺は1566年、日順により開山された日蓮宗の寺で、小高い丘に16
の寺院が集まる「山の寺寺院群」の中の一つだ。鬼子母神と加藤清正公
が祀られる本堂の横を進んで裏庭に出ると、樹齢700年の見事な椎のご
神木が迎えてくれる。うねうねと伸びた幹を持つ異形の巨木の宿り神は

「妙蓮大善神」とも「天狗」ともいわれ、「絶体絶命の際に祈らば、一度
は必ず助ける」という神託があるそうだ。樹齢700年の椎の木は、今年
1月1日に起きた震度６強の能登半島地震を耐え抜き、その勇姿を見事に
保っている。

（住所：石川県七尾市小島町リ-126）

2024年1月、国立競技場と日本オリンピックミュージアムに挟まれた1.6ha
の敷地に「都立明治公園」がグランドオープン。芝生の「希望の広場」、渋
谷川をモチーフとした水景を取り入れた「みち広場」などの他、100年後
に東京のレガシーとなる杜を実現するため、およそ7,500㎡の樹林地「誇
りの杜」を整備。落葉樹約508本、常緑樹約214本など700本以上をバラ
ンスよく生育するよう植樹し、自然の力も活用した自成する杜を目指していく。

（住所：東京都新宿区霞ヶ丘町内ほか）

合板に使われる国産材原木（スギ、ヒノキ、カラマツなど）は2000年
ごろにはほぼゼロであったが、2022年には491万m3まで増えている。
国産材の需要拡大によるカーボンニュートラルの実現に向け、日本合板
工業組合連合会では「森林・林業基本計画」で示された合板用材の国産
材利用量700万㎥の達成を目指し「Go（合板）！700！」をスローガン
として掲げ、さらなる国産材合板の需要拡大を図っている。

（住所：東京都千代田区神田三崎町2丁目21番2号　プライム水道橋8階）

奥の院まで700段もの石段が続く室生寺は、うっそうとした山あいに立
つ真言宗室生寺派の大本山。女人禁制だった高野山に対し、古くから女
性の参詣が許されていたことから、「女人高野」として親しまれている。
仁王門をくぐり自然石を積み上げた石段の参道「鎧坂（よろいざか）」
を越え、弥勒堂や国宝の金堂・本堂・五重塔を巡り、奥の院へ。石段の
両側には季節の花が植えられ、春には石楠花（しゃくなげ）、初夏には
青紅葉、秋には紅葉の木々が参拝者を和ませてくれる。

（住所：奈良県宇陀市室生78）

平戸オランダ商館は、1609年に東イン
ド会社によって建築された貿易拠点を復
元した施設で、平戸の歴史や海外交流
前史などを展示している。内部には、1
辺約50㎝の巨大な柱が中央部１階に11
本、2階に10本並んでいる。柱に用いら
れているのはカナダ産の樹齢700年の米
松。建物中央に大きな柱が立ち並ぶのは
オランダの建築様式の倉庫の特徴だが、
これほどの巨大な木材を使用したケース
はまれだという。

（住所：長崎県平戸市大久保町2477番地）

青森県の最高峰、岩木山の山影を湖
面に映す津軽富士見湖に架けられた
鶴の舞橋。1994年に建築された全長
300ｍの日本一長い木造三連太鼓橋で
あり、橋脚には樹齢150年以上の青森
ヒバが700本使用されている。優しい
アーチを描く橋の姿は鶴が空を舞うよ
うだとうたわれる。また〝長い木の橋
=長生きの橋〟といわれ、長寿や開運
のパワースポットとしても注目されて
いる。供用から30年近くたち、現在、
改修工事が行われている。
（住所：青森県北津軽郡鶴田町廻堰

大沢81-150）

「茶寮石尊」は、標高700ｍの絶景を味わえ
るカフェ。伊勢原市のシンボル大山（標高
1,252m）の中腹に建つ「大山阿夫利（お
おやまあふり）神社」下社の客殿を改装し、
2019年4月にオープンした。人々が気軽に
神社と触れ合えるようにという願いを込め、
設計を日本の建築界を代表する建築家の堀
部安嗣氏に、施工を国の重要文化財修復に
携わる宮大工の内田幸夫氏にゆだね、風情
溢れる空間に仕上げた。テラス席、内部の
テーブル席、座敷の3層構造になっており、
晴れていれば相模湾や伊豆大島、房総半島
までの大パノラマを望める。

（住所：神奈川県伊勢原市大山12）

大集合！！

700号特別企画

700 700年生き続ける｢實
じ っ

相
そ う

寺
じ

の椎の木｣
／石川県七尾市

標高700mの地に立つ
絶景カフェ「茶

さ

寮
りょう

石
せ き

尊
そ ん

」
／神奈川県伊勢原市

700本の青森ヒバに
支えられた「鶴の舞橋」
／青森県北津軽郡

国産材利用量目標700万㎥
「GO（合板）！700！」
／日本合板工業組合連合会

落葉樹と常緑樹を合わせて
700本以上植樹した「都立明治公園」
／東京都新宿区

奥の院へ700段の石段が続く｢室
む ろ

生
う

寺
じ

｣
／奈良県宇陀市

樹齢700年の米松を
利用した柱が立ち並ぶ
「平戸オランダ商館」
／長崎県平戸市

700
標高

m 700
樹齢

年

700
樹齢

年の柱

700
階段

段

700
植樹

本 700
目標

万㎥

700
青森ヒバ

本

700

全層国産スギの超厚合板
（CLP：Cross Layered Plywood）



Kenzai Monthly February 2024 6

  

「
再
生
ア
ル
ミ
開
発
」
は
、
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
駅
利
用
が

大
幅
に
増
え
る
と
予
想
さ
れ
た
東
京
駅
の

駅
ナ
カ
商
業
施
設
を
再
開
発
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
か
ら
始
ま
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
の

子
会
社
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
を
務
め
た
中
村
和
弘
氏

は
、
建
築
費
が
高
騰
す
る
中
で
コ
ス
ト
を

低
減
す
る
た
め
、
新
幹
線
の
再
生
ア
ル
ミ

に
注
目
し
た
。

  

「
ア
ル
ミ
は
鋼

材
と
同
等
の
強
度

を
持
ち
な
が
ら

も
軽
く
、
表
面
が

き
れ
い
で
す
。
ま

た
、
仕
上
げ
が
不

要
で
さ
び
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

リ
サ
イ
ク
ル
し
や

す
く
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
を
溶
か
し
て
作

て
い
ま
す
。
ア
ル
ミ
を
厚
さ
３
㎜
に
圧
延

し
た
後
、
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
ト
技
術
で
八
重

洲
の
桜
の
花
び
ら
の
加
工
を
施
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
多
く
の
企
業
の
協
力
に
よ
り
、『
東

京
ギ
フ
ト
パ
レ
ッ
ト
』
が
２
０
２
０
年
８
月

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
」

  

「
１
９
６
４
年
東
京
五
輪
」
の
シ
ン
ボ
ル

だ
っ
た
東
海
道
新
幹
線
が
、「
２
０
２
０

年
東
京
五
輪
」
の
年
に
建
材
に
生
ま
れ
変

わ
り
新
た
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
始
ま
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
再
生
ア
ル
ミ
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
て
、
今
後
も
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
と
い
う
。

て
も
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
付
着
物
の
除

去
は
困
難
の
連
続
で
し
た
。
試
行
錯
誤
を

重
ね
、
よ
り
細
か
く
裁
断
・
粉
砕
し
、
手

作
業
に
よ
る
選
別
な
ど
の
工
程
を
組
み
合

わ
せ
て
付
着
物
を
減
ら
し
、
溶
解
で
残
っ

た
付
着
物
と
ア
ル
ミ
を
分
離
す
る
と
い
う
、

高
品
質
な
再
生
ア
ル
ミ
精
製
の
工
程
に
た

ど
り
着
い
た
の
で
す
。
新
幹
線
の
ア
ル
ミ

が
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
と
し
て
使
わ
れ
る
の

は
初
め
て
で
、
こ
の
方
法
は
、『
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
製
鉄
道
車
両
の
リ
サ
イ
ク
ル
方

法
』
と
し
て
特
許
を
取
得
し
て
い
ま
す
」

　

こ
う
し
て
７
０
０
系
の
再
生
ア
ル
ミ
が

東
京
駅
八
重
洲
口
の
商
業
施
設
「
東
京
ギ

フ
ト
パ
レ
ッ
ト
」
の
内
装
建
材
と
し
て
、

柱
・
壁
、
各
店
舗
の
の
れ
ん
、
天
井
の
装

飾
に
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
量
は
お
よ
そ
４

両
分
だ
と
い
う
。

  「
柱
は
再
生
ア
ル
ミ
１
０
０
％

で
作
ら
れ
て
お
り
、
ア
ル
ミ
の

押
出
技
術
で
製
造
し
ま
し
た
。

各
店
舗
の
の
れ
ん
は
再
生
ア

ル
ミ
の
使
用
率
を
50
％
に
抑

え
、
折
れ
な
い
よ
う
に
し
な
が

ら
も
極
限
ま
で
薄
く
し
て
の

れ
ん
の
動
き
を
表
現
し
ま
し

た
。
天
井
と
柱
の
上
部
を
飾

る
桜
装
飾
の
レ
リ
ー
フ
に
は

再
生
ア
ル
ミ
を
20
％
使
用
し

る
再
生
ア
ル
ミ
は
、
製
造
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
新
地
金
の
３
％
で
済
む
な
ど
、
環
境
に

も
優
し
い
素
材
で
す
。
さ
ら
に
７
０
０
系

に
は
建
築
基
準
法
で
認
定
さ
れ
た
ア
ル
ミ

合
金
が
使
わ
れ
て
い
る
と
分
か
り
、
そ
れ

な
ら
引
退
し
た
車
両
を
再
利
用
し
て
み
よ

う
と
、『
再
生
ア
ル
ミ
開
発
』
に
舵
を
切
っ

た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
な
か
な

か
の
難
物
で
し
た
」

試
行
錯
誤
の
結
果

車
両
の
ア
ル
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
を
確
立

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
優
等
生
と
い
わ
れ
る
ア

ル
ミ
だ
が
、
新
幹
線
の
ア
ル
ミ
合
金
の
場
合
、

何
層
も
の
塗
装
や
断
熱
材
、
ボ
ル
ト
な
ど

の
付
着
物
が
し
っ
か
り
と
食
い
込
ん
で
い

る
。
こ
れ
ら
の
除
去
は
簡
単
に
は
行
え
な

い
た
め
、
こ
れ
ま
で
引
退
し
た
車
両
は
ス
ク

ラ
ッ
プ
に
さ
れ
、
鉄
を
作
る
際
の
脱
酸
素

添
加
剤
と
し
て
利
用
さ
れ
る
だ
け
だ
っ
た
。

  

「
再
生
ア
ル
ミ
の
活
用
と
い
う
発
想
は
と

東京ステーション開発株式会社
施設部 開発管理課 課長代理

中村 和弘氏

東海道新幹線700系      　　　　　　　　　　　            写真提供：JR東海

① 大仏や平等院鳳凰堂の鳳凰を作る鋳造技術で製造されたのれん　
② 1円玉の製造技術を応用して作られた桜装飾　
③ アルミニウムの押出技術で製造した柱

東
海
道
新
幹
線
７
０
０
系
車
両
の

ア
ル
ミ
を「
建
材
」に
再
利
用

東
海
道
新
幹
線
７
０
０
系
は
、
乗
り
心
地
の
良
さ
と「
カ
モ
ノ
ハ
シ
」に
似
た
顔
立
ち
で
人
々

に
親
し
ま
れ
て
い
た
。
惜
し
ま
れ
な
が
ら
引
退
と
な
っ
た
が
、
車
体
に
用
い
ら
れ
て
い
た
ア

ル
ミ
素
材
が
今
、「
再
生
ア
ル
ミ
建
材
」と
し
て
新
た
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

東京ギフトパレット

700
新幹線

系

のこれに
注目！！700

① ② ③
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＊  白華現象：木材内部の成分が空気中の水分と反応し、乾いて白く結晶化すること

０
１
９
年
、
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
、
木

の
音
楽
堂
「
Ｋコ

モ

レ

ビ

ド

ウ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
」
が
誕
生
し
た
。

「
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
」
を
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
セ
プ
ト
と
す
る
都
市
型
ホ
テ
ル
「
ザ
・
サ
ウ
ザ
ン
ド
京
都
」
内
の

セ
レ
モ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
、
内
装
や
外
壁
に
国
産
木
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
用
い
た
、
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
だ
。
あ
え
て
十
字
架
を

掲
げ
ず
、
多
彩
な
ス
タ
イ
ル
で
挙
式
を
行
っ
て
い
る
。

　

足
を
踏
み
入
れ
る
と
開
放
的
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
る
。
入
り
口

は
尖
頭
ア
ー
チ
状
で
高
さ
８
ｍ
、
最
奥
部
は
長
方
形
と
な
っ
て
お
り

天
井
高
は
10
ｍ
に
も
達
す
る
。
正
面
で
新
郎
新
婦
と
ゲ
ス
ト
を
迎
え

る
の
は
、
壁
一
面
に
広
が
る
無
彩
色
の
モ
ザ
イ
ク
ガ
ラ
ス
だ
。
揺
れ

る
木
々
の
影
を
映
し
な
が
ら
、
優
し
い
光
を
室
内
へ
と
届
け
て
い
る
。

　

最
も
特
徴
的
な
の
は
、
側
面
に
沿
っ
て
天
井
か
ら
伸
び
、
整
然
と

連
な
る
無
数
の
縦
格
子
。
手
前
か
ら
奥
に
向
か
っ
て
１
本
１
本
わ
ず

か
に
傾
き
を
つ
け
て
曲
面
に
す
る
こ
と
で
、 

入
り
口
と
正
面
の
祭
壇
を

つ
な
い
で
い
る
。
格
子
の
下
部
は
緩
や
か
な
曲
線
を
描
い
て
視
線
を

外
へ
誘
い
、
低
く
と
ら
れ
た
開
口
部
か
ら
は
表
に
広
が
る
水
盤
と
緑

豊
か
な
庭
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
祭
壇
部
分
の
天
井
に
も

格
子
が
あ
し
ら
わ
れ
、
清
ら
か
な
陽
の
光
を
落
と
し
て
い
る
。

　

格
子
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
京
都
府
産
の
ス
ギ
材
だ
。
寒
暖
差
の

激
し
い
地
域
で
育
つ
た
め
、
強
く
た
わ
み
に
く
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

で
い
て
木
目
の
表
情
は
優
し
く
温
か
。
自
然
素
材
な
ら
で
は
の
一
つ
ひ
と

つ
異
な
る
表
情
を
生
か
す
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
晴
れ
の
舞
台
を
彩

る
と
と
も
に
、
和
の
趣
も
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
外
観
に
は
、
宮
崎
県
産

の
飫お

肥び

ス
ギ
を
使
用
。
鉄
骨
造
の
躯
体
を
鎧
張
り
で
包
み
込
み
、
周
囲

の
自
然
と
一
体
化
さ
せ
て
い
る
。
外
壁
を
白
系
の
色
合
い
に
仕
上
げ
る
こ

と
で
、
白
華
現
象
＊
が
起
き
て
も
目
立
ち
に
く
い
よ
う
配
慮
し
た
と
い
う
。

　

伝
統
と
美
し
さ
を
思
わ
せ
る
木
の
音
楽
堂
は
、
木
漏
れ
日
の
よ
う

に
降
り
注
ぐ
光
で
、
今
日
も
新
た
な
門
出
を
迎
え
る
二
人
を
祝
福
し

て
い
る
。 ２

【こうき - しん】

vol.59

清
ら
か
な
光
に
包
ま
れ
た

美
し
い
木
の
音
楽
堂

「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
」

京都府
京都市
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本　　社  ● 岡山県岡山市中区藤崎
  673番地
創　　業  ● 1976年
資 本 金  ● 3,000万円
従 業 員  ● 62名
事業内容  ● 板金工事、屋根工事、

外壁工事、雨どい、塗
装、リフォーム、「小屋
やさん」の企画販売他

度
を
高
め
る
方
法
を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
若

手
社
員
か
ら〝
隈
研
吾
氏
と
コ
ラ
ボ
し
た
ら
ど
う

か
〟と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
早
速
事
務
所

に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
も
、
当
然
返
事
は
も
ら

え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当
社
の
小
屋
の
写
真
や
資

料
を
送
り
続
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
日
突
然
返

事
を
い
た
だ
け
た
ん
で
す
。
板
金
職
人
の
集
団
と

い
う
点
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
、
そ
し

て
小
屋
と
い
う
制
限
の
あ
る
極
小
建
築
に
面
白
さ

を
感
じ
て
も
ら
え
た
よ
う
で
し
た
」

—

こ
う
し
て
隈
氏
の
協
力
を
得
て
、
前
面
を
大

開
口
と
し
半
透
明
な
庇
を
設
け
て
内
部
空
間
に
自

然
光
を
取
り
入
れ
た「
小
屋
の
ワ
」が
生
ま
れ
た
。

小
屋
同
士
を
つ
な
げ
れ
ば
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
軒
下
空
間
が
生
ま
れ
る
。

  「
外
壁
に
は
プ
リ
ー
ツ
柄
の
よ
う
な
最
新
の
パ

タ
ー
ン
を
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム

鋼
板
を
叩
く
こ
と
で
生
ま
れ
た
も
の
で
、
隈
氏
の

最
新
デ
ザ
イ
ン
と
当
社
の
技
術
が
最
大
限
に
生

か
さ
れ
た
仕
上
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
部
に
は

岡
山
県
産
の
ヒ
ノ
キ
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し

て
お
り
、
地
元
の
木
材
を
発
信
す
る
と
い
う
思
い

も
込
め
て
い
ま
す
」

—

こ
の
縁
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
２
０
２
２

年
に
は
再
び
隈
氏
と
コ
ラ
ボ
し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
小
屋
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト「
木も

く
あ
ん庵

」の
販
売
を
開
始
。
内
壁
は

Ｃ
Ｌ
Ｔ
現
し
、
外
壁
は
ヒ
ノ
キ
羽
目
板
、
屋
根
は

ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
の
縦
ハ
ゼ
葺
き
＊
で
、
木
の

心
地
よ
さ
、
素
材
の
よ
さ
を
存
分
に
感
じ
ら
れ
る

つ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。

  「
家
族
の
離
れ
と
し
て
、
趣
味
に
没
頭
で
き
る
部

屋
と
し
て
、
ま
た
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
や
ピ
ア
ノ
教
室

な
ど
庭
先
で
で
き
る
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

と
し
て
な
ど
、
小
屋
は
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
商
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。『
小
屋

や
さ
ん
』の
立
ち
上
げ
以
降
、
当
社
の
技
術
力
を

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
に
ス
ラ
イ
ド
し
た
新
ブ
ラ
ン
ド『
屋
根

や
さ
ん
』や『
遮
熱
や
さ
ん
』も
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
売
り
上
げ
は
今
も
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
が
80
％
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
小
屋
事
業
に
よ
る
認
知
度
ア
ッ

プ
も
後
押
し
と
な
り
、
事
業
承
継
以
降
12
年
連
続

の
増
収
を
果
た
し
て
い
ま
す
」

—

同
社
は
２
０
２
４
年
１
月
、
屋
根
と
小
屋

の
展
示
場
に
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ぺ
ー
ス
の
機
能
を

併
せ
持
っ
た
複
合
施
設「
ひ
と
や
ね
」を
オ
ー
プ

ン
し
た
。
建
物
や
外
壁
に
は
多
彩
な
屋
根
材
や
外

壁
材
を
用
い
、
屋
外
に
は
13
棟
の
小
屋
を
展
示
。

ま
た
室
内
に
設
置
し
た
４
棟
の
小
屋
は
、
会
議
室

や
個
室
と
し
て
も
活
用
可
能
だ
。

  「
小
屋
事
業
を
通
じ
て
新
た
な
つ
な
が
り
や
学
ぶ

機
会
を
得
た
経
験
か
ら
、
私
と
同
じ
よ
う
に
２
代

目
・
３
代
目
と
い
っ
た
跡
継
ぎ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
新
規
事
業
の
拠
点
と

な
る
よ
う
な
場
を
つ
く
り
、
そ
れ
が
地
域
貢
献
に

も
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

の
事
業
の
柱
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
」

—

着
目
し
た
の
は
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
の
小
屋
事
業
だ
。

そ
の
き
っ
か
け
は〝
雨
の
日
〟だ
っ
た
と
い
う
。

  「
屋
根
や
外
装
工
事
が
中
心
の
板
金
業
は
、
雨
が

降
る
と
仕
事
が
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。
し
か

し
、
屋
内
で
最
終
組
み
立
て
ま
で
行
え
る
小
屋
事

業
な
ら
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
閑
散
期
で
も
継
続

的
に
職
人
を
雇
い
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
小

屋
づ
く
り
は
屋
根
や
外
装
施
工
な
ど
板
金
事
業
に

必
要
な
要
素
が
詰
ま
っ
て
い
る
た
め
、
若
手
職
人

の
育
成
に
も
役
立
ち
ま
す
。
業
界
の
課
題
解
決
も

兼
ね
る
新
規
事
業
が
小
屋
だ
っ
た
わ
け
で
す
」

—

２
０
１
７
年
に「
小
屋
や
さ
ん
」の
ブ
ラ
ン
ド

名
で
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。
高
い
板
金
技
術
を
基
盤

と
す
る
同
社
の
小
屋
は
、
新
築
住
宅
と
同
様
の
材

料
を
使
い
な
が
ら
も
低
価
格
で
提
供
さ
れ
る
。
10

㎡
以
内
の
た
め
ト
ラ
ッ
ク
で
の
運
搬
が
可
能
で
、

施
工
も
半
日
で
完
了
す
る
。
ま
た
、
躯
体
に
穴
を

開
け
ず
に
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
下
ろ
せ
る
金
具
を
開
発

し
、
雨
漏
り
な
ど
の
心
配
も
解
消
。
一
般
住
宅
と
同

等
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
で
他
社
と
の
差
別
化
を
図
り
、

「
岡
山
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
７
」大

賞
も
受
賞
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

示
し
た
の
が
、
隈
氏
と
の
コ
ラ
ボ
だ
っ
た
。

新
規
事
業
で
認
知
度
ア
ッ
プ
を
図
り

従
来
事
業
の
業
績
も
回
復

  「『
小
屋
や
さ
ん
』と
い
う
新
し
い
事
業
の
認
知

業
界
の
課
題
解
決
も
兼
ね
る

一
石
二
鳥
の
小
屋
事
業
に
着
目

—

建
築
家
の
隈
研
吾
氏
と
コ
ラ
ボ
し
て
生
み

出
し
た
小
屋
で
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た

会
社
が
あ
る
。
そ
の
名
は
植
田
板
金
店
だ
。
低
価

格
帯
で
高
品
質
・
省
施
工
の
小
屋
を
提
供
し
、
そ

の
ニ
ー
ズ
を
広
げ
注
目
を
集
め
て
い
る
。
板
金
の

職
人
集
団
が
、
い
か
に
し
て
独
創
的
な
小
屋
を
つ

く
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

  「
当
社
は
１
９
７
６
年
に
父
が
創
業
し
、
屋
根
や

外
壁
な
ど
の
外
装
を
施
工
す
る
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
の
建
築

板
金
業
を
事
業
の
柱
と
し
て
き
ま
し
た
。
技
術
力

と
時
勢
を
味
方
に
業
績
を
伸
ば
し
た
も
の
の
、
バ

ブ
ル
崩
壊
以
降
は
陰
り
を
見
せ
、
私
が
事
業
承
継

し
た
２
０
１
０
年
も
苦
境
の
さ
な
か
に
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
元
請
業
者
や
外
部
職
人
な
ど
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
見
直
し
な
が
ら
新
規
顧
客
の
開
拓
に

奔
走
。
さ
ら
に
、
新
築
着
工
数
の
減
少
と
い
う
市

場
環
境
を
鑑
み
、
板
金
は
維
持
し
つ
つ
も
う
一
本

 

株
式
会
社
植
田
板
金
店

有名建築家とのコラボを実現し
認知度アップ

若手育成や職人の安定雇用のため
小屋事業に挑戦

地域の人々が集う拠点を目指した
展示場「ひとやね」を開設

ここが注目ポイント

板金の職人集団の
技術力を集結した「小屋事業」で
新境地を切り開く

代表取締役

植田 博幸 氏

＊縦ハゼ葺き：金属屋根の施工方法の一種。軒に対して垂直に板金を敷き、板金同士の接合部を折り曲げ処理したもの

隈研吾氏デザイン・監修の「小屋のワ」。他の小屋とつなげることで張り出した軒
が広がり、一体感を生み出す屋根と小屋の展示場とコワーキングスペースの複合施設「ひとやね」

「小屋やさん」の特徴

一般住宅クオリティーの

遮音性・耐久性で
快適な空間

POINT❶

10㎡以下のコンパクト設計

限られたスペースに
設置可能

POINT❷
9万3,000戸以上の施工実績

職人たちが
丹精込めた高品質

POINT❸



＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

編集室より

■ 送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
FAX：03-3214-3269
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー
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好きな数字は？と聞かれて“7”と答える方も多いと思います。ラッキーセブン、
七夕、七福神、ウルトラセブン（？）など、身近なところにあふれ幸福をもた
らしてくれそうな数字だからでしょうか。そんな700号という節目の年に立ち
会えましたのも、ひとえにご愛読いただいている読者の皆様と、半世紀以上に
わたり建材マンスリーをつないでくれた方々のおかげと感謝しております。本
誌は今後どのような歴史を歩むのか、どうぞご期待ください。（S）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　京都支店　福知山展示場

　矢野経済研究所は国内の住宅用断熱建材市場を調査
し、出荷量・市場規模、分野別の動向、参入企業動向、
将来展望を公表した。2022年度の住宅用断熱材（7分
野計*1）の市場規模は、数量ベースでは前年度比0.9％
減の34万5,336t、金額ベースでは同4.5％増の1,818
億円と推計した。数量ベースの市場規模は微減となった
が、金額ベースの市場規模は高性能な断熱材の販売増加
による単価上昇、原材料費や物流費の上昇などを背景と
した価格改定の影響により増加となった。

　2023年度の住宅用断熱材市場は、数量ベースでは前年
度比0.2％増の34万6,000t、金額ベースでは同3.3％増の
1,878億円の見込み。2022年度には長期優良住宅や低炭
素建築物の認定基準が引き上げられ、2025年度から全て
の新築住宅に省エネルギー基準の適合が義務付けられる。
このことから今後住宅の高断熱化への取り組みは広がると
みられ、住宅用断熱材市場はさらに拡大する見通しである。

「住宅用断熱建材市場」に関する調査を実施 
－株式会社矢野経済研究所

同一の月に複数の会社様からお申し込みいただいた場
合は抽選となります。なお、締め切り以降でも調整可
能な場合がございますので、お問い合わせください

●	掲載募集月
 2024年4月号〜2025年3月号
●	掲載料
 66,500円（税別）
●	入稿体裁・仕様
 お申し込み後、別途ご案内します
●	お申し込み締め切り
 2024年3月1日（金）

広告募集のご案内

「建材マンスリー」では、2024年度の広告を募集しています。
木材建材業界でビジネスを展開される御社の宣伝・PRに、当媒体をぜひご活用ください。

○ お問い合わせ・お申し込み

住友林業（株）木材建材事業本部 業務企画部
建材マンスリー編集室
FAX 03-3214-3269
E-mail kenzai-monthly@sfc.co.jp広告ページは裏表紙のみ

市場規模（数量）推移・予測
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0

（t）

2020

343,304

2021

348,488

2022

345,336

2023
（見込）

346,000

2024
（予測）

349,100

 2025
（予測）

（年度）

350,900

市場規模（金額）推移・予測
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0

（百万円）

2020

165,950

2021

173,900

2022

181,800

2023
（見込）

187,800

2024
（予測）

193,200

 2025
（予測）

（年度）

197,600

注1：メーカー出荷数量、出荷金額ベース
注2：2023年度は見込値、2024、2025年度は予測値
注3：＊1を対象とした

✽1  グラスウール、ロックウール、硬質ウレタンフォーム、押出法ポリスチレン
フォーム、セルローズファイバー、ビーズ法ポリスチレンフォーム、フェノー
ルフォームの7分野の断熱材のうち、住宅用に使用されるもの
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2023年
新設住宅着工戸数
819,623戸
 
前年比 
4.6％減で
3年ぶりの減少

資 料 室

新  設  住  宅  計
建築主別

12月
対前年同月比 9月10月11月対前々年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
公的資金

木造
非木造
鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2023年12月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減

プレハブ
2×4

2022年

2×4、
プレハブ戸数

（利用別・千戸）

0
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木造戸数 木造前年同月比
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▲ 3,80764,586
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63,896
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21,320
9,722
11,470
59,758
4,828
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1,834
0

2,348
35,730
28,856
367

20,567
7,852
39
31

66,238
587

65,651
17,789
28,275
596

19,578
7,671
11,835
61,054
5,184
276

1,808
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2,888
38,755
27,483
565

18,405
8,453
42
18

71,769
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71,131
18,078
31,671
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21,582
10,174
11,368
65,997
5,772
325

2,231
0

3,216
40,550
31,219
372

20,910
9,882
32
23

68,941
396

68,545
19,527
29,735
413

19,266
8,148
11,014
63,276
5,665
391

2,140
0

3,134
40,440
28,501
414

18,012
10,023

36
16

▲ 2,663
54

▲ 2,717
▲ 2,737
▲ 976
▲ 70
1,120
1,605
▲ 507

▲ 1,335
▲ 1,328

155
▲ 472
▲ 70
▲ 941

▲ 1,648
▲ 1,015

135
▲ 15

▲ 1,116
3

▲ 22

▲ 131
▲ 3,676
▲ 5,700
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▲ 147
1,393
2,631

▲ 1,253
▲ 2,824
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▲ 5,130
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2023年
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新設住宅着工
戸数の推移
（総戸数、利用関係別）

持家

貸家

分譲

給与

木造

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）
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